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国内学会発表 1 村山尚. 骨格筋脱分極誘発性Ca2+遊離超分子複合体の再構成. 第95回日本薬理学会年会シンポジウム膜輸送超分子複合体研究のフロンティア, 福岡, 2022年3月7日
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仙台, 2022年3月16日
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大森由紀, 上窪裕二, 関根正恵, 松川岳久, 小林桃子, 武藤剛, 横山和仁, 角田正史, 片根真澄, 齋藤康昭, 宮本哲也, 加藤くみ子, 本間浩, 堀口兵剛. 低濃度鉛曝露による離乳後の仔ラットの注
意力低下と海馬中D,L-セリンへの影響. 第92回日本衛生学会学術総会, 西宮, 2022年3月21日
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